
静岡がんセンターと○○○○○との包括的共同研究に関する協定書（雛形）

　静岡県立静岡がんセンター（以下「甲」という。）と○○○○○○（以下「乙」という。）とは、共同研究開発や研究・人材交流を通じて、がんの治療、がん患者のＱＯＬの向上及びがん患者を支える家族の支援等に資することを共有理念として、相互の協力が可能な分野において持てる資源を互恵の精神に基づき持ち合い、進歩的かつ有機的な協力を推進していくため、次のとおり包括的共同研究に関する協定（以下「本協定」という。）を締結する。

（目的）
第１条　本協定の目的は、共有理念のもと、甲及び乙が協力して相互の資源を持ち合い、がん治療等に資する先進的研究開発や研究交流を通じて、相互の利益に資するとともに地域社会の発展、ひいては人類の更なる繁栄に寄与することを目的とする。
　

（研究テーマ及び事業）

第２条　甲及び乙は、前条の目的を達成するために、以下の研究テーマに基づいた各事業を実施する。

[研究テーマ]

[事業]　
（1） 共同研究事業
（2） 研究交流促進事業
（3） 人材交流事業
（4） ○○事業…

（連携実施）

第３条　甲及び乙は、連携事業の円滑かつ有機的な推進のために努力する。

２　本協定による連携は、甲及び乙の信頼関係に基づく密接な協力を基盤とするが、第３者を排他的に行なうものではなく開放的で緩やかな連携体制を保持し、必要がある場合には甲及び乙の合意のもと連携事業への第３者の参画を可能とする。

３　連携協力の促進及び連携事業の具体的内容を協議するため、甲及び乙による連携推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。

４　協議会の運営については、別途定める。

（実施内容）

第４条　連携事業の実施内容は、協議会にて、協議、決定する。

２　連携事業の個別具体的な実施条件等に関しては、別途個別に実施契約を締結する。

（契約等の円滑な約定）

第５条　甲及び乙は、連携事業の実施に必要な契約等の約定が円滑に行なえるよう努力する。

（研究成果の取扱い）

第６条　連携事業の実施により生じた研究成果については、知的財産権等の取得、維持及び活用について、甲及び乙にとって最善の利益をもたらすように最大限協力するものとする。

２　連携事業の個別の研究成果の具体的な取扱いについては、別途個別に契約を締結する。

（秘密保持）

第７条　甲及び乙は、相手方から開示を受ける情報については相手方の権利を尊重する。

２　本協定及び連携事業に関する具体的な秘密保持事項については、別途個別に契約を締結する。

（協定期間）

第８条　本協定は、２○○○年○月○日から２○○○年○月○日まで効力を有するものとする。

２　本協定は、協定期限の１ヶ月前までに、甲及び乙のいずれかより解消の申し出がない場合は、協定期間をさらに１年間延長する。

３　本協定は、協定期間が満了した時点で、甲及び乙のいずれかより解消の申し出があった場合又は協定期間中に甲及び乙のいずれかより解消の申し出があり、協議会の協議のうえ文書による合意が成立したときに終了する。

（疑義の解決）

第９条　本協定に定めのない事項及び本協定に関して疑義が生じたときは、協議会において協議、決定する。

　本協定の成立を証するため、本協定書２通を作成し、甲乙それぞれ１通を所持する。

○○年○月○日

甲　静岡県駿東郡長泉町下長窪１００７

　　静岡県立静岡がんセンター

　　　総長　○○　○○
乙　（住所）○○○○○

　　（組織名）○○○○○
　　　（組織代表者職・氏名）○○○○○







